
奈
良
・平
城
官
跡

（第
五
次
）

ユ

所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２

調
査
期
間
　
　
一
九
六
〇
年

（昭
３５
）

十

一
月
を

一
九
六

一
年
二
月

（第
五

次
）

３

発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

４

調
査
担
当
者
　
石
田
茂
作

５

遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
宮
衛
跡

６

遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ｔ
平
安
時
代
初
期

７

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
宮
跡
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
奈
良
時
代
七
十
余
年
間
に
お
け
る
政
治
の

中
心
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

一
九
六

一
年

一
月
、
こ
こ
か
ら
始
め
て
木

簡
が
検
出
さ
れ
、
以
後
陸
続
と
し
て
木
簡
の
発
見
さ
れ
る
先
駆
と
な
っ
た
。
木

簡
が
出
土
し
た
の
は
推
定
第

一
次
内
裏
北
方
に
あ
る
土
竣
で
あ
る
。
こ
の
上
鍍

は
南
北
二
つ
の
上
墳
が
相
接
し
て
掘
ら
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
北
半
部
は

東
西
三
ｍ
、
南
北
三

・
五
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
、
南
半
部
は
東
西
三
ｍ
、
南
北
二
・

五
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
程
の
大
き
さ
で
あ
る
。
し
か
し
埋
土
や
遺
物
の
状
況
に
差
は

な
く
、
ま
た
遺
物
が
同

一
土
層
か
ら
出
土
す
る
こ
と
や
土
墳
の
壁
に
崩
れ
が
み

ら
れ
な
い
こ
と
、
遺
物
が
土
墳
の
周
り
か
ら
底
部
に
か
け
て
投
げ
込
ん
だ
よ
う

な
形
で
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
両
者
と
も
同
時
期
に
穿
た
れ
、
比

較
的
短
期
間
の
う
ち
に
埋
め
ら
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
時
期
は
後
述
の
よ

う
な
出
土
木
簡
の
年
紀
か
ら
天

平
宝
字
末
年
ご
ろ
と
み
ら
れ

Ｚや
。こ

の
上
墳

は
塵
芥

処
理
用

で
、
木
簡
の
他
に
多
数
の
瓦

・

土
器
、
漆
冠
断
片

・
木
製
品

・

木
炭

・
薪
木

・
建
築
材
（檜
皮
な

ど
）
、
種
子

ク

！
ミ
・
桃
子
他
）

な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
墨
書
土
器
と
し
て
、
土
師
器

の
邦

の
外
面

に

「
弁
坑
勿
人

者
」
、
「
弁
培
勿
他
人
取
」
と
書

い
た
も
の
な
ど
計
六
点
が
出
土

し
て
い
る
。

Ｓ

木
簡
の
釈
文

。
内
容

木
簡
は
計
三

一
点
、
請
求
文

書

・
記
録

。
貢
進
物
の
荷
札

・

物
品
の
付
札

・
習
書
落
書
な
ど

に
わ
か
れ
る
。
主
要
な
木
簡
の

釈
文
を
末
尾
に
掲
げ
た
。
荷
札

に
天
平
宝
字
五

・
六
年
の
年
紀

が
あ
り
、
習
書
に
も
同
六
年
の

テ
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1977年以前出上の本簡(一)

文
字
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
出
土
状
況
と
合
せ
い
ず
れ
も
宝
字
末
年
の
木
簡
と

考
え
て
よ
い
。

請
求
文
書
に
は
食
料
品
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
と
く
に
い
は
、
法
華
寺
よ

り
当
時
滞
在
中
で
あ
っ
た
孝
謙
天
皇
近
侍
の
竹
波
命
婦
の
用
料
と
し
て
、
宮
内

の
食
料
管
理
官
司
に
充
て
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
文
中
の

「
大
床
所
」
に

つ
い
て
は
、
正
倉
院
仮
名
文
書
所
見
の

「於
保
止
己
可
都
可
佐
」
に
関
連
付
け

た
り
、
平
安
時
代
の

「
大
床
子
の
御
膳
」
に
関
係
付
け
て
天
皇
の
御
膳
を
作
る

所
と
す
る
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
意
味
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
。
床
は
元
来
台
状
の
も
の
や
場
所
を
さ
し
、
寝
台
や
床
几
の
類

は
す
べ
て
床
で
あ
る
。
正
倉
院
宝
物
中
に
聖
武
天
皇
所
用
の

「
御
床
」
が
現
存

す
る
こ
と
、
『
延
喜
式
』
に
天
皇
や
官
人
の
座
と
し
て
し
ば
し
ば

「
床
子
」
（床

几
の
こ
と
）
が
み
え
る
こ
と
、
平
安
朝
の
清
凍
殿
に

「
大
床
子
」
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
を
参
照
す
れ
ば
、
こ
の

「
大
床
所
」
は
天
皇
の

「
床
」
の
あ
る
場
所
、
即

ち
御
座
所
を
意
味
す
る
と
解
す
る
の
も

一
案
で
あ
ろ
う
。
次
に
今
回

「敷
方
呂

尊
所
」
と
判
読
し
た
⑤
の
文
書
は
、
充
所
に

「尊
」
を
用
い
た

一
例
で
あ
る
。

類
似
の
表
現
は
正
倉
院
文
書
に
も
多
く
み
ら
れ
る
。
①
は
大
豆
購
入
の
記
録
と

み
ら
れ
、
こ
れ
も
食
料
に
関
係
す
る
。

荷
札
に
は
紀
伊
国
調
塩

・
甲
斐
国
雑
役
胡
桃
子
に
つ
け
ら
れ
た
も

の
が
あ

る
。
雑
役
の
胡
桃
子
は
雑
径
に
よ
る
調
達
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
雑
役

胡
桃
子
の
荷
札
で
は
国
名
が
追
記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
な
例
は
第
十
二
次
調

査
出
上
の
備
前
国
水
母
御
贄
荷
札

全
一一九
八
号
）
に
も
あ
る
。
追
記
が
な
さ
れ
て

い
る
位
置
は
い
ず
れ
も
組
の
か
け
ら
れ
る
部
分
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の
荷
札
が

物
品
の
消
費
さ
れ
る
時
点
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
中

央
で
の
追
記
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
地
方
に
お
け
る
荷
札
作
製
手
続
き
の

一
面
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
事
例
と
い
え
よ
う
。

物
品
の
付
札
は
海
産
物
な
い
し
柏
な
ど
、
食
物

・
食
器
に
関
す
る
も
の
で
、

荷
札
と
も
ど
も
食
料
管
理
官
司
と
の
関
係
が
推
察
さ
れ
る
。

断
片
の
う
ち
④
は
仮
名
専
用
文
の

一
例
、
①
の

「
大
天
平
宝
字
六
日
」
は
習

書
で
、
「
大
」
か
ら

「
天
」
に
連
想
が
働
き
年
紀
を
書
い
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

「
大
」
を
尊
称
と
解
す
る
の
は
当
た
る
ま
い
。

こ
れ
ら
の
木
簡
に
つ
い
て
は
発
掘
当
初
よ
り
食
料
管
理
官
司
と
の
関
係
が
注

意
さ
れ
、
滝
川
政
次
郎
氏
に
よ
っ
て
関
連
遺
構
を
内
膳
司
に
比
定
す
る
説
も
出

さ
れ
た
が
、
直
木
孝
次
郎
氏
の
反
論
や
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
で
の
そ
の
後

の
検
討
に
よ
り
、
大
膳
職
説
が
定
着
し
て
き
て
い
る
。

な
お
こ
れ
ら
の
木
簡
の
出
土
に
よ
っ
て
、
周
辺
遺
構
の
性
格
の
解
明
に
木
簡

が
始
め
て
利
用
さ
れ
、
遺
物

・
遺
構
の
編
年
に
も
確
か
な
基
準
と
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
単
に
最
初
の
大
量
発
見
で
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
こ
の
意

味
で
も
そ
の
後
に
与
え
た
影
響
は
極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
る
。

０

名
寺
請
　
小
豆

一
斗
　
醤

一
斗

五
升
大
床
所
酢
　
末
醤
等
」

名
右
四
種
物
竹
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命
婦
御
所
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酔
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ｅ
ｘ
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益

自
Φ

四
号

０
　
「謹
通
　
敷
万
呂
尊
所
　
請
菜
端
事
　
　
・
全
じ
ｘ
μ∞ふ

自
Φ
五
号

ω
　
名
阿
万
留
止
毛
宇
乎
弥
可
々
多
」
　

・

名
□
　
　
　
一日
日
――
――
日
日
日
豆
　
　
　
　
μ↓挿
（５
恙

自
Φ
工舎

０

名
肥
前
国
目
正
八
位
上
矢
□
□
日
Ｈ

名
筑
前
日
□
□
従
八
位
上
矢
田
部
□
回

（Ｆｅ
ｘ
μ∞ｈ

自
Φ
ご
写

①
　
・回
□
馬
馬
馬
馬
馬

。国
日
‐―
日
日
日
――
一　
　
　
　
　
　
（μじ
ｘ
（５
×
篤
寓
μ
葛
〓

０
　
・弓
甲
斐
国
」
山
梨
群
雑
役
胡
桃
子

一
古
　
」

。「
　
　
　
天
平
賓
字
六
年
十
月
　
　
　
　
」

μ導
×
‘
×
ｇ
　
Φ曽
　
一
九
号

０
　
国
大
豆
二
升
直
廿
二
文
使
□
口
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ】

一一二
号

①
　
大
天
平
賓
字
六
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ解

一一九
号

右
の
釈
文
は
、
本
稿
を
車
す
る
に
あ
た
っ
て
凍
結
乾
燥
処
理
を
施
し
た
実
物

を
調
査
し
、
読
み
改
め
た
も
の
を
中
心
と
し
て
い
る
。
調
査
に
際
し
御
高
配
と

助
言
を
頂
い
た
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
の
兄
頭
清
明
氏

に
謝
意
を
表
わ
し
た

い
。

９

関
係
文
献

滝
川
政
次
郎
　
「平
城
宮
跡
出
土
木
簡
と
賦
役
令
」
（日
本
上
古

史
研
究
五
十
五
、
の
ち
『法
制
史
論
叢
』第
四
冊
に
再

録
）

「海
藻
根
考
」

（日
本
上
吉
史
研
究
五
十
八
）

「昭
和
３５
年
度
平
城
宮
跡
第
二

・
四

・
五
次

発
据
調
査
概
要
」
（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年

報

一
九
六
ご

『平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
Ⅱ

「平
城
宮
跡
出
上
の
本
簡
と
大
膳
職
女
続
日
本

紀
研
究
九
十
四
。
五
・
六
、
の
ち

『奈
良
時
代
史
の

諸
問
題
』
に
再
録
）
　

・

『平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
Ⅳ

『平
城
宮
木
簡
』
Ｉ

『平
城
宮
発
据
調
査
報
告
』
Ⅶ

滝
川
政
次
郎

坪
井
清
足

・

田
中
塚

奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所

直
木
孝
次
郎

奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所

同 同

右 右

九 九

年 年

一
九
奎

年

一
九
六
二
年

一
九
六
二
年

一
九
六
七
年

一
九
六
九
年

一
九
七
六
年

（東
野
治
之
）




